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研究成果の概要（和文）：文化財説明文をやさしい日本語と英語で提供する方法を提案した。基礎的研究として
は、既存の文化財紹介文を収集して、情報の種類、語彙、文構造、文法要素などの特徴を分析し、文化財を訪れ
る人へのアンケートを通じて文化財説明文に対する読み手のニーズを調べた。その後、文化財説明文を平易化す
るステップとして、構文的平易化と語彙的平易化に分けて定式化した。語彙については翻訳ストラテジーを用い
た説明的平易化の手法を開発した。これらに基づき、平易化支援システムを設計・実装した。また、平易化した
日本語からの自動英訳の品質を評価し、人の読みやすさを目指した平易化が自動翻訳の品質向上にも貢献する可
能性を示した。

研究成果の概要（英文）：This study proposed methods to author expository texts on cultural assets in
 easy-to-understand Japanese and English. We first collected existing texts and categorised by 
contents to analyse the characteristics of their use of vocabulary, sentence structures, grammatical
 elements, etc. We also conducted surveys to understand the needs of the readers of such texts. We 
then defined steps for simplifying texts and formulated structural simplification and lexical 
simplification, for the latter of which we employed concepts of translation strategies. Based on 
these study outcomes, we designed and developed a text simplification aid tool, which will be made 
available to public after the completion. Additionally, we machine translated the simplified 
Japanese into English and evaluated its quality, whose results suggested the potential usefulness of
 the text simplified for human readers as the source text of high-quality machine translation 
output. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語の平易化については、主に社会言語学や自然言語処理の分野で研究が進められてきたが、その対象は一般
語の言い換えや構文の書き換えが中心であった。本研究では、専門的な文章における平易化の可能性を検討した
点、また翻訳理論を援用して内容にまで踏み込んだ説明的な言い換えを検討して平易化ステップの全体像を明ら
かにした点で、既存研究の射程を広げるものである。また、自動翻訳の原文としての「やさしい日本語」の有効
性を定量的・定性的に評価した点が新しい。
学術的研究で得た知見は、だれでも使えるウェブベースの平易化支援ツールの開発に生かされている。ツールが
実用化されれば、文化財に関する情報発信の拡大が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 2020 年開催予定の東京オリンピックを前に海外からの旅行者が増加し、有名観光スポットだ
けでなく、各地に残る古い民家といった小さな文化財への関心も高まっている。地域の魅力を伝
える小さな文化財は地域振興の原動力にもなりうるが、文化財としての民家の担い手は個人の
所有者などであることも多く[1]、人員や予算が限られる。その結果、ガイドツアーやパンフレ
ットなど、小規模な団体やボランティアが準備・運営することとなり、外国人旅行者に広く文化
財を紹介することが困難となる。そのような活動を言語学や情報学の視点から支えるひとつの
方法として、外国人観光客にもわかりやすいような文化財紹介文の作成を支援したいと考えた。 
 
 近年、日本語を学習する外国人も増えていることから、「やさしい日本語」が注目されている。
「やさしい日本語」は、日本に住む外国人向けの災害時情報の提供に始まり[2]、自治体による
生活情報の提供、ニュース、基礎的な日本語教育現場での活用[3]など、その応用が広がってき
た。外国語を得意としない観光関係者が外国人観光客を迎える際のひとつの方法としても、口頭
による「やさしい日本語」でのおもてなしの有効性が認識されてきている[4]。しかし、文化財
について理解してもらうには、ある程度専門的な用語や複雑な説明が必要となり、だれでも直感
的に日本語を平易化できるわけではない。そこで、文化財説明文に特化した平易化方法を開発す
る必要があると考えるに至った。さらに、「やさしい日本語」から「やさしい英語」に翻訳する
ことで、まったく日本語を理解せず、英語も得意でない外国人旅行者にも理解しやすい文化財紹
介文を作成できると考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、(1) 日本の文化財を紹介するための文章を読みやすくかつ英語に翻訳しやすいよ
うな日本語で執筆するための作文法(基本語彙リストと平易な構文のセット)を設計すること、
(2) その日本語から英語への容易な翻訳方法を考案すること、(3) 執筆・英訳支援ツールを開発
することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、以下の方法で進めた。 
 
(1) 文化財紹介文の現状とニーズの調査 
 現地調査およびインターネット上での調査により、既存の文化財紹介文のテキストデータを
収集・分析して、本研究を進める上での基盤データを構築した。また、都内の文化財（日本家屋）
の運営を行う団体に協力を仰ぎ、文化財紹介文の読み手へのアンケート調査を行なった。 
 
(2) 文化財紹介文の平易化ステップの定義 
 「やさしい日本語」の既存研究を参考にしながら、平易化の基本ステップを定義した。また翻
訳学における翻訳ストラテジーの既存研究[5][6]のレビューおよび実際の平易化事例の分析に
より、文化財説明文に即した平易化方法を類型化した。 
 
(3) やさしい日本語からの英訳とその評価  
 当初は人手による英訳を想定していたが、近年のニューラル機械翻訳の性能向上を踏まえ、自
動翻訳の活用手法の検証を進めた。具体的には Google 翻訳を使って、平易化する前の原文と平
易化した文の両方を英訳し、日英翻訳の経験を持つプロの翻訳者に、訳文精度の評価と誤りの修
正を依頼し、その結果を分析した。 
 
(4) 平易化支援ツールの開発 
 文化財保護の実践者を対象に通常の文化財紹介文を平易に書き換えてもらう作業アンケート 
を行い、人手による平易化の特徴や困難となる点を明らかにした。その知見に基づき、人間によ
る平易化を支援するシステムを開発した。 
 
 
 



４．研究成果 
 
(1) 文化財説明文の類型 
 既存の文化財説明文を収集・分析した結果、その内容によって、「様式・特徴」、「歴史・経緯・
逸話」、「所有者・居住者・施主」「環境」といった、いくつかの情報カテゴリーに分けられるこ
とがわかった。これらのカテゴリーは情報の内容だけでなく、使用される語彙、文構造、文法要
素などにもそれぞれ特徴があるため、平易化の手順も異なる。本研究では、もっとも頻度の高い
「様式・特徴」に絞ってその後の研究を進めた。 
 
(2) 文化財説明文に対する読み手のニーズ 
 文化財を訪れる人に、通常の日本語や英語で書かれた説明文と平易化した日本語や英語で書
かれた説明文を読み比べてもらい、それぞれの読みやすさや好ましさに関するアンケートを行
った。調査期間中は外国人訪問客の数が少なかったため主に日本語を母語とする人を対象とす
ることになったが、その結果、全体としては通常の日本語が好まれる一方、小学生や高齢者など
は平易化した日本語のほうを好む傾向にあることがわかった。ここから、日本語母語話者を対象
とした場合でも、通常の日本語説明文に加え、平易化した説明文を提供することで、より多くの
人に対して情報を発信できることがわかった。 
 
(3) 文化財説明文の平易化ステップ 
 以下のテキスト平易化のための基本ルールを定義した。 
(a) ひとつの文でひとつのことだけを言う 
(b) 旧日本語能力試験 2級以下の言葉と漢字だけを使う 
(c) 各文に主語を置く。主語が明示されない場合は受け身の文にする 
 この内、(a)は構文的平易化、(b)は語彙的平易化に概ね対応する。(a)については、長文の分
割が重要な操作であるため、並列節、副詞節、連体節を対象に、文の分割の方法を整理した。ま
た(b)については、翻訳ストラテジーを参考にしながら平易化事例の類型化を行う中で、難解語
を平易な類義語に置き換えるだけでは不十分であることが明らかになった。すなわち、専門用語
などを説明的に言い換えることが重要であると分かった。そこで、辞書の定義文を情報源として
用いながら専門用語を平易に説明する方法を、情報の設計と表現の平易化の 2 段階からなるプ
ロセスとしてモデル化した。 
 
(4) やさしい日本語からの自動英訳の可能性 
 自動翻訳の原文として適した日本語の執筆についてはこれまでも検討されてきたが[7]、本研
究では、特に自動翻訳の特性は考慮せず、人にとっての読みやすさのみを目的として平易化した
日本語からの自動英訳の可能性を検討した。 
 まず(3)で述べた平易化ルールに沿って、日本語の原文を一文一意になるよう短文化し、その
後語彙を平易化した。それぞれの文を自動翻訳したところ、意味の通る英訳文が生成される割合
が、原文ではおよそ 40%であったのに対し、短文化後には 60%、語彙の平易化後には 80%にまで
向上した。これにより、人にとって読みやすいよう平易化した日本語からの自動英訳の可能性が
示された。ただし、語によっては翻訳するよりも日本語の名称をローマ字化するほうが適してい
る場合などもあり、自動翻訳における専門用語の個別対応が課題として残った。 
 
(5) 平易化支援ツールの開発 
 人手による書き換え作業事例の分析により、(i)辞書などの情報が与えられたとしても説明に
必要な情報を適切に選択することは難しいこと、(ii)平易に書き換えた後でも難しい語が残っ
てしまうことが明らかになった。また上記(3)の研究で、文の分割手法や専門用語の平易な説明
手法を定式化した。 
 以上を踏まえつつ、人間の平易化作業を支援するシステムを設計・実装した。本システムは、
大きく(a)文分割、(b)文末表現の平易化、(c)語彙の平易化、(d)専門用語の平易な説明生成の各
モジュールからなり、いずれも人間の判断材料となる書き換え候補を出力する。この内、(a)文
分割モジュールについては、テストデータを用いた性能評価を行った。並列節、副詞節の分割に
ついては実用精度 0.86、連体節の分割については実用精度 0.79 であった。 
 
(6) 他分野および産業界との日本語平易化に関する認識の共有 
 やさしい日本語を観光ビジネスに活かす企業経営者と関連分野の学術研究者を招いての講演
会の開催、異分野の学会での発表、産業界のシンポジウムでの講演、業界誌での連載など、分野
や産学の枠組みを超えた発表や交流の機会を積極的に創出・活用し、やさしい日本語に対する意
識、ニーズ、応用可能性を広く共有したことは本研究の成果のひとつである。 



 
 以上に述べたように、本研究では、文化財の中でも特に民家を中心とした建物に焦点を当て、
またその説明文の中でも、様式や特徴に関する情報に特化して日本語の平易化とその自動英訳
の可能性を検討し、人手による平易化を支援するためのツールの開発を行なった。本研究の中で
得られた成果はいずれも、今後、様式や特徴以外の情報の平易化や、建物以外の文化財の説明へ
の応用の可能性が期待できる。 
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